
【はじめに】当院では平成 13年 3月からバイオラッド社全
自動輸血検査機器 ID-Gelstationで検査を行ってきたが、平
成 30年 3月に同社後継機である IH-500へ更新となった。
今回、機器の特徴を把握するため、ID-Gelstationと IH-
500の基本性能を比較したので報告する。
【当院輸血検査の実態】輸血検査では主に平成 17年 3月導
入時より全自動輸血検査機器を使用しており、日勤帯は輸

血担当技師 2名、当直帯は当直技師 1名で検査を実施して
いる。

【比較内容】1）血球試薬の使用量・安定性、2）処理能
力・機器の操作性、3）結果の判定、4）機器のメンテナン
スについて比較。さらに、5）全技師を対称に IH-500への
意識調査を兼ねたアンケートを実施した。

【結果】ID-Gelstationに比べ IH-500では、1）サンプリン
グ量が改善され、血球試薬使用量が大幅に減少した。また、

試薬庫冷蔵機能により血球試薬の安定性が向上し、連続

7日間の架設が可能になった。2）最大血球試薬搭載数が増
加し、不規則抗体スクリーニングと抗体同定の同時測定が

可能となった。さらに、基本的な操作は予め機器にカード

を架設しておき、検体をセットするだけで測定が可能とな

ったため、操作性が大幅に向上した。3）カメラの感度が改
善され陽性検出率は向上したが、判定保留や偽陽性が多く

なった。4）機器メンテナンスが週 1回のみになり、操作方
法などがモニター上に表示されるため操作が容易になった。

5）技師へのアンケートの結果、操作性の簡便化、測定時間
の短縮などの理由から ID-Gelstationから IH-500へ更新して
良かったとの意見が多数見られた。

【まとめ】IH-500への更新により試薬やカードの選択・架
設の手間が省略され、技師の負担が大きく軽減された。ま

た、操作性の簡略化や試薬・カード架設数の増加により結

果報告時間が短縮され、緊急時にも迅速に対応できるよう

になった。しかし、判定保留や偽陽性への対応は輸血経験

の少ない技師では困難である場合もあるため、さらなる教

育・対策が必要である。
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